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議会だより議会だより

安心で住みよい町に！安心で住みよい町に！



若あゆ
会議

マラソン議会（通年会期制）

　　　　　　スタート！

本
会
議
に
参
考
人
招
致

１
年
間
を
会
期
と
す
る
通
年
会
期
制
が
７
月
10
日
か
ら
始
ま
っ
た
。

７
月
は
﹁
若
あ
ゆ
会
議
﹂
と
名
付
け
、
23
日
の
本
会
議
に
全
国
で
初
め
て
参
考
人
を
招
致
し
、

総
務
省
の
岡
裕
二
理
事
官
と
後
藤
田
正
純
衆
議
院
議
員
に
５
人
の
議
員
が
質
問
を
行
っ
た
。

引
き
続
い
て
町
政
に
対
す
る
一
般
質
問
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
に
平
成
25
年
度
補
正
予
算
を
審

議
し
可
決
し
た
。

＊ごみ収集車購入費　…………………　709　万円

＊消防車２台購入費　………………　2,512　万円
（第１・３分団）　　　　　　　　　　

＊スクールバス購入費　……………　1,500　万円

補正予算（5,266万円）の主な内容補正予算（5,266万円）の主な内容

全
国
初

国
清
議
員

補
正
予
算
の
財
源
と
な
っ
て
い
る
﹁
地
域
の
元
気
臨
時

交
付
金
﹂
の
目
的
は
、
地
域
経
済
の
活
性
化
、
雇
用
の
創
出
で
あ
る

が
、
ほ
と
ん
ど
が
備
品
購
入
費
で
あ
る
。

目
的
と
ズ
レ
て
い
な
い
か
。

小
林
副
町
長

交
付
金
の
趣
旨
か
ら
す
れ
ば
十
分
で
な
い
が
、
ま
だ

残
り
の
分
が
あ
る
の
で
目
的
に
合
う
よ
う
努
め
て
行
く
。

美
馬
議
員

ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
新
し
く
購
入
す
る
が
、
阿
南
方
面
へ

の
通
学
に
利
用
す
る
こ
と
は
検
討
し
た
の
か
。

北
島
教
育
長

今
回
は
検
討
し
な
か
っ
た
。

河
野
議
員

古
い
バ
ス
を
﹁
ふ
れ
あ
い
の
里
さ
か
も
と
﹂
で
利
用
で

き
な
い
か
。

坪
井
教
育
委
員
会
事
務
局
長

譲
渡
で
き
る
よ
う
協
議
し
て
行
く
。

議
員

消
防
車
を
２
台
購
入
す
る
が
、
東
日
本
大
震
災
の
影
響
で
、

生
産
が
追
い
つ
か
な
い
と
聞
く
。

納
期
は
大
丈
夫
か
。

伊
丹
企
画
総
務
課
長

メ
ー
カ
ー
か
ら
は
年
度
内
に
納
品
で
き
る
と

確
認
し
て
い
る
。

川
端
議
員

防
火
水
槽
の
増
設
計
画
は
あ
る
の
か
。

伊
丹
企
画
総
務
課
長

ま
だ
、
不
足
し
て
い
る
地
区
が
あ
る
の
で
、

地
元
と
協
議
し
て
整
備
し
て
行
く
。

補正予算に質疑補正予算に質疑補正予算に質疑
岡

裕

二
総
務
省
理
事
官

後
藤
田
正
純
衆
議
院
議
員
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通
年
会
期
制
に
つ
い
て
、
議

会
の
定
例
日
を
あ
ら
か
じ
め
決
め

て
お
く
こ
と
は
、
行
政
運
営
や
町

内
の
行
事
な
ど
の
総
合
調
整
と
い

う
面
で
も
重
要
で
は
。

通
年
会
期
制
の
導
入
の
目
的

は
予
見
可
能
性
で
あ
る
。
い
つ
議

会
が
開
か
れ
る
の
か
分
か
っ
て
い

る
こ
と
は
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ

る
。
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
せ
る
議
会

運
営
を
工
夫
し
て
も
ら
い
た
い
。

　

役
場
庁
舎
の
耐
震
化
や
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
の
設
備
更
新
、
交
通

弱
者
対
策
に
過
疎
債
を
適
用
で
き

な
い
か
。

ま
た
、
過
疎
地
域
の
医
師
不
足

を
解
消
す
る
制
度
が
必
要
で
な
い

か
。

事
業
の
内
容
に
よ
っ
て
は
、

過
疎
債
の
ソ
フ
ト
分
と
し
て
適
用

で
き
る
も
の
が
あ
る
。

医
師
不
足
対
策
と
し
て
、
自
治

医
科
大
学
で
は
、
過
疎
地
域
を
中

心
と
し
勤
務
す
る
医
師
を
養
成
し

て
い
る
が
、
地
域
枠
を
設
け
る
制

度
の
充
実
が
必
要
で
あ
る
。

　

ア
メ
リ
カ
主
導
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ

の
参
加
で
、
勝
浦
の
農
業
や
病
院

は
守
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。

こ
れ
ま
で
も
輸
入
自
由
化
で
、

み
か
ん
は
大
打
撃
を
被

っ
た
。

国
会
で
は
、
聖
域
が

確
保
で
き
な
い
場
合
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
脱
退
と
い
う
決

議
が
あ
る
が
、
守
ら
れ

る
の
か
。

交
渉
参
加
と
日
本
の

食
料
や
農
業
を
守
る
こ

と
と
は
両
立
し
な
い
。

﹁
何
と
か
し
て
欲
し
い
﹂
と
の

町
民
の
思
い
を
し
っ
か
り
受
け
止

め
て
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
反
対
の
立
場
で
が

ん
ば
っ
て
欲
し
い
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
も
、
﹁
例
外
な
き
関

税
撤
廃
﹂
を
前
提
と
す
る
交
渉
は
、

断
固
許
さ
な
い
。

ま
た
、
地
理
的
、
自
然
的
制
約

条
件
の
あ
る
農
林
水
産
５
品
目
も
、

し
っ
か
り
と
守
ら
れ
な
い
場
合
は
、

脱
退
も
辞
さ
な
い
姿
勢
で
し
っ
か

り
と
監
視
を
し
て
行
き
た
い
。

安
倍
政
権
が
打
ち
出
し
た

﹁
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
﹂
の
農
業
政
策

は
、
担
い
手
育
成
で
は
、
新
規
就

農
者
を
一
万
人
か
ら
二
万
人
に
倍

増
す
る
こ
と
や
農
産
物
の
﹁
海
外

市
場
対
策
﹂
を
は
じ
め
、
﹁
農
地

を
集
積
﹂
し
、
今
後
10
年

間
で
農
業
所
得
を
倍
増
す

る
政
策
を
進
め
る
こ
と
な

ど
が
あ
る
。

勝
浦
町
の
よ
う
な
急
傾

斜
地
が
多
い
中
山
間
地
域

で
、
そ
の
効
果
が
期
待
で

き
る
の
か
。

中
山
間
地
域
の
厳
し

い
現
状
は
全
国
的
な
課
題

で
あ
る
が
、
地
方
が
し
っ

か
り
団
結
し
、
先
進
事
例

に
学
び
、
生
産
コ
ス
ト
の

削
減
な
ど
競
争
に
勝
て
る

農
産
物
を
栽
培
し
、
海
外

に
向
け
て
販
路
を
拡
大
す

る
必
要
が
あ
る
。

道
州
制
に
つ
い
て
、
各
党
は

参
院
選
の
公
約
と
し
て
明
記
し
た

が
、
地
方
６
団
体
の
多
数
が
反
対

し
て
い
る
。

地
方
自
治
や
住
民
の
暮
ら
し
が

ど
う
変
わ
る
の
か
、
な
ど
の
議
論

を
深
め
る
材
料
が
な
い
。
国
は
今

後
、
ど
の
よ
う
に
進
め
る
の
か
。

道
州
制
の
議
論
は
、
国
民
目

線
に
立
っ
た
も
の
で
あ
る
べ
き
と

思
う
。

も
う
一
度
、
地
方
６
団
体
で
整

備
す
べ
き
だ
が
、
利
害
が
相
反
す

る
場
合
も
出
て
く
る
。

今
後
、
し
っ
か
り
議
論
す
べ
き

で
あ
る
。

昨
年
の
３
党
合
意
で
、
今
年

の
通
常
国
会
に
お
い
て
衆
議
院
議

員
の
定
数
削
減
を
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
た
が
、
ま
た
も
先
送
り
に

な
っ
た
。

国
会
議
員
自
ら
、
身
を
削
ら
な

け
れ
ば
国
民
は
納
得
し
な
い
。

定
数
削
減
は
必
要
だ
が
、
地

方
の
声
が
届
く
の
か
、
と
い
う
こ

と
も
十
分
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

参考人に問う参考人に問う
問答

問

問

問

答

答答

問答

問

答

岡理事官

後藤田代議士

国会議員削減に迫る川端議員

岡
理
事
官
へ
の
質
問

後
藤
田
代
議
士
へ
の
質
問

3 議会だより かつうら

マ
ラ
ソ
ン
議
会
に
つ
い
て

美 

馬 

友 

子

 
 

公 

一

過
疎
債
の
拡
充
を

Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
点
に
つ
い
て

井
出
美
智
子

道
州
制
で
ど
う
変
わ
る

川 

端 

雅 

夫

国
会
議
員
の
定
数
削
減
は

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の

勝
浦
農
業
へ
の
効
果
は

国 

清 

一 

治



７
月
26
日
、
委
員
会
を
開
催
し
、
平
成
24
年
度

の
事
業
報
告
と
、
平
成
25
年
度
の
予
算
、
計
画
に

つ
い
て
審
議
し
、
そ
の
後
、
中
山
工
区
と
坂
本
工

区
の
現
地
を
視
察
し
た
。

今
後
も
視
察
者
受
け
入
れ
に
つ

い
て
は
、
﹁
よ
っ
て
ネ
市
﹂
や
道

の
駅
﹁
ひ
な
の
里
﹂
、
﹁
ふ
れ
あ

い
の
里
さ
か
も
と
﹂
な
ど
を
利
活

用
し
て
い
た
だ
き
町
の
特
産
品
を

Ｐ
Ｒ
し
て
行
き
た
い
。

７
月
10
日
か
ら
始
ま
っ
た
﹁
マ
ラ
ソ
ン
議
会
﹂
。
全
国
的
に
も
新
し

い
取
り
組
み
と
あ
っ
て
、
視
察
や
問
い
合
わ
せ
が
殺
到
し
て
い
ま
す
。

町
議
会
で
は
、
全
国
の
市
町
村
議
会
と
研
修
・
交
流
を
深
め
る
こ

と
で
議
会
運
営
に
も
活
か
せ
る
こ
と
や
、
町
を
売
り
出
す
大
き
な
チ

ャ
ン
ス
と
し
て
、
快
く
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

８
月
に
は
３
町
か
ら
視
察
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
紹
介
し
ま
す
。

東部広域農道整備
促進特別委員会

７
月
26
日
、
委
員
会
を
開
催
し
、
平
成
24
年
度

の
事
業
報
告
と
、
平
成
25
年
度
の
予
算
、
計
画
に

つ
い
て
審
議
し
、
そ
の
後
、
中
山
工
区
と
坂
本
工

区
の
現
地
を
視
察
し
た
。

地
質
調
査
は
適
正
か

測
量
に
多
額
の
費
用
を
か
け
た
の
に
、
な
ぜ
、

大
規
模
な
崩
落
が
起
き
た
の
か
。

地
質
調
査
は
適
正
に
行
わ
れ
た
の
か
。

ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
で
は
、
地
盤
の
層
ま
で
は

分
か
り
に
く
い
。

事
業
が
遅
れ
て
い
る
が
、
業
者
の
体
制
に
問

題
は
な
い
の
か
。

狭
い
場
所
の
工
事
な
の
で
、
大
掛
か
り
な
体

制
は
む
ず
か
し
い
。

昨
年
は
予
算
が
大
き
く
ぶ
れ
た
が
、
今
年
度

は
心
配
な
い
か
。

予
算
が
削
減
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
と
、
県
に

確
認
し
て
い
る
。

問答問答問答

マ
ラ
ソ
ン
議
会 

全
国
か
ら
視
察
！

町
Ｐ
Ｒ
の
チ
ャ
ン
ス

大
山
か
ら
日
本
海
へ

  

鳥
取
県
・
琴
浦
町

１
日
に
は
、
鳥
取
県
の
ほ
ぼ
中
央

に
位
置
し
、
大
山
山
麓
か
ら
日
本
海

に
開
け
た
琴
浦
町
か
ら
議
会
運
営

委
員
な
ど
８
名
が
訪
れ
ま
し
た
。

﹁
マ
ラ
ソ
ン
議
会
﹂
の
メ
リ
ッ

ト
や
議
員
定
数
削
減
に
よ
る
常
任

委
員
会
の
廃
止
な
ど
、
真
剣
に
質

疑
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

瀬
戸
内
海
に
輝
く

  

香
川
県
・
宇
多
津
町

８
日
に
は
、
香
川
県
の
ほ
ぼ
中

央
に
位
置
し
、
瀬
戸
内
海
に
面
し

た
面
積
８
㎢
の
宇
多
津
町
か
ら
総

務
民
生
・
建
設
教
育
常
任
委
員
会

８
名
が
訪
れ
ま
し
た
。

美
し
い
響
灘

  

福
岡
県
・
岡
垣
町

20
日
に
は
、
福
岡
県
の
ほ
ぼ
中

央
に
位
置
し
、
響
灘
の
美
し
い
海

岸
線
に
沿
っ
て
開
け
た
岡
垣
町
か

ら
議
会
運
営
委
員
な
ど
９
名
が
訪

れ
ま
し
た
。

活発な意見交流

ひ
び
き
な
だ

4議会だより かつうら



一 般 質 問

10
月
19
日
、
20
日
に
阿
南

市
と
勝
浦
町
で
開
催
さ
れ
る
﹁
全

国
歴
史
の
道
会
議
﹂
の
内
容
と
、

勝
浦
町
の
取
り
組
み
は
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
勝
浦
座
の

え
び
す
舞
を
上
演
。
遍
路
道
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
に
よ
る

﹁
遍
路
道
の
清
掃
活
動
と
お
接
待
﹂

を
報
告
す
る
。
２
日
目
に
、
歴

史
の
道
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
鶴
林

寺
道
と
、
か
も
道
で
行
う
。

具
体
的
な
取
り
組
み
は
こ
れ

か
ら
で
あ
る
。

阿
南
市
で
は
１
年
前
か
ら

広
報
で
毎
月
活
動
紹
介
し
、
関
心

が
高
ま
っ
て
い
る
が
、
勝
浦
町
は

Ｐ
Ｒ
や
取
り
組
み
が
遅
い
の
で
は
。

遅
れ
て
い
る
が
、
残
さ
れ
た

期
間
今
後
努
力
し
て
町
民
に
Ｐ

Ｒ
し
て
行
く
。

遍
路
道
の
維
持
管
理
は
地

域
の
方
の
力
を
借
り
な
け
れ
ば

で
き
な
い
。
や
る
気
を
後
押
し
す

る
よ
う
な
支
援
策
は
あ
る
の
か
。

ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
サ
ー
ク

ル
や
活
性
化

推
進
連
合
会

な
ど
に
補
助

金
を
出
し
て

い
る
。

国
の
史
跡

で
あ
り
、
関

心
を
持
っ
て

色
々
な
整
備
も
し
て
い
た
だ
き

あ
り
が
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

問

問

防
災
ヘ
リ
の
発
着
場
は
、

増
水
時
に
水
没
す
る
星
谷
運
動

公
園
と
な
っ
て
い
る
が
、
代
替

地
は
ど
こ
な
の
か
。

ま
た
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
発

着
場
で
あ
る
病
院
駐
車
場
は
、

車
が
た
く
さ
ん
止
ま
っ
て
い
る

が
大
丈
夫
か
。

発
着
に
支
障
が
あ
る
場
合
は
、

機
長
判
断
で
場
所
を
指
定
し
て

く
る
。避

難
準
備
・
勧
告
・
指
示

の
基
準
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。避

難
準
備
は
、
人
的
被
害
の

発
生
す
る
可
能
性
が
高
ま
っ
た

状
態
で
、
避
難
勧
告
は
、
災
害

が
発
生
す
る
恐
れ
が
あ
る
状
況
。

ま
た
、
避
難
指
示
は
、
前
兆

現
象
の
発
生
時
に
発
令
す
る
が
、

役
場
か
ら
の
情
報
を
待
た
ず
に
、

早
め
の
避
難
行
動
を
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

近
年
、
鳥
獣

害
が
増
え
、
農
家

は
生
産
意
欲
を
阻

害
さ
れ
て
い
る
。

抜
本
的
な
対
策

は
、
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。

防
護
柵
の
強
化

な
ど
必
要
で
あ
れ
ば
、
補
正
予

算
で
対
応
す
る
。

問

答

伊
丹
企
画
総
務
課
長

答

伊
丹
企
画
総
務
課
長

答

中
田
町
長

問

問

問

答

坪
井
教
育
委
員
会
事
務
局
長

答

中
田
町
長

答

小
林
副
町
長

大丈夫か？発着場

ＰＲポスター
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早
め
の
避
難
を
︵
企
画
総
務
課
長
︶

問
題
は
な
い
の
か
、防
災
対
策

山

野

忠

男
議

員

抜本的対策を

鳥獣害対策

「全国歴史の道会議」

町の取り組みは

これから町民にＰＲして行く（副町長）

美 馬 友 子 議 員



ハウスの屋根に太陽光パネル

「がいわるい」大きい水たまり

通
称
﹁
今
山
堤
防
道
路
﹂

は
最
近
、
雨
が
降
る
と
大
き
な

水
た
ま
り
が
で
き
、
通
行
に
支

障
を
来
た
し
て
い
る
所
が
あ
る
。

２
ｍ
ぐ
ら
い
舗
装
の
幅
を
広
げ

る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

勝
浦
町
は
堤
天
の
ア
ス
フ
ァ

ル
ト
舗
装
部
分
を
管
理
し
て
い

る
。
県
の
河
川
管
理
と
、
盛
土

を
し
た
個
人
の
方
々
と
の
３
者

協
議
が
必
要
で
あ
る
。

ピ
ロ
リ
菌
が
あ
る
と
、
胃

潰
瘍
や
胃
ガ
ン
に
な
る
確
立
が

高
い
こ
と
が
分
か
っ
て
き
た
。

検
査
、
除
菌
が
必
要
だ
が
費
用

は
ど
の
く
ら
い
か
か
る
の
か
。

検
査
は
３
割
の
自
己
負
担
で
、

約
１
万
円
。
除
菌
に
は
一
週
間

程
度
の
禁
酒
・
禁
煙
が
必
要
で

あ
り
、
２
千
円
ぐ
ら
い
で
あ
る
。

２
次
除
菌
以
降
は
３
倍
の
６

千
円
程
度
か
か
る
。

保
険
適
用
の
範
囲
は
ど
う

変
わ
っ
た
の
か
。

今
年
２
月
か
ら
、
内
視
鏡
検

査
で
胃
炎
と
診
断
さ
れ
た
場
合

に
ピ
ロ
リ
菌
除
去
が
保
険
適
用

と
な
っ
た
。
症
状
が
あ
れ
ば
早

く
受
診
し
、
適
切
な
治
療
を
受

け
る
こ
と
で
重
症
化
を
防
ぎ
、

医
療
費
を
抑
え
る
こ
と
に
な
る
。

北
海
道
の
稚
内
市
は
、
過

疎
化
や
少
子
高
齢
化
な
ど
に
悩

ま
さ
れ
て
き
た
が
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
潜
在
力
を
生
か

し
て
町
の
発
展
に
取
り
組
み
、

消
費
電
力
の
９
割
を
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
で
ま
か
な
っ
て
い

る
。勝

浦
町
で
も
こ
の
よ
う
な
取

り
組
み
は
で
き
な
い
か
。

徳
島
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

協
議
会
や
複
数
の
民
間
企
業
と
、

太
陽
光
発
電
の
用
地
と
し
て
沼

江
パ
イ
ロ
ッ
ト
跡
地
な
ど
現
地

調
査
を
し
た
が
、
面
積
、
向
き
、

傾
斜
な
ど
が
条
件
に
合
致
し
な

か
っ
た
。

ま
た
、
与
川
内
の
小
水
力
発

電
も
水
量
が
足
り
ず
断
念
し
た
。

東
み
よ
し
町
で
は
、
県
の

補
助
事
業
を
活
用
し
て
、
廃
園

と
な
っ
た
茶
園
に
太
陽
光
発
電

を
設
置
し
、
農
家
の
収
入
の
底

上
げ
を
図
っ
て
い
る
。

ま
た
、
県
は
野
菜
や
果
樹
の

ハ
ウ
ス
の
屋
根
に
パ
ネ
ル
を
設

置
し
、
発
電
し
た
電
力
で
ハ
ウ

ス
内
の
空
調
を
ま
か
な
う
な
ど

の
取
り
組
み
を
勧
め
て
い
る
。

町
で
も
取
り
組
ん
で
は
ど
う
か
。

こ
れ
ま
で
の
調
査
で
は
、
町

内
に
適
地
が
な
い
た
め
具
体
策

は
な
い
が
、
協
議
は
続
け
て
行

く
。

問

問

問

問

問

答

柳
沢
建
設
課
長

答

大
西
福
祉
課
長

答

前
田
税
務
課
長

わ
っ
か
な
い

答

伊
丹
企
画
総
務
課
長

答

中
田
町
長

井
出
美
智
子
議
員

水たまり危ない

協
議
を
続
け
て
行
く
︵
町
長
︶

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
で

町
の
発
展
を

堤防道路の舗装を

３者協議が必要（建設課長）

森 本 守 議 員

ピ
ロ
リ
菌
の

検
査
、除
菌
を

6議会だより かつうら



貴金属がいっぱい 電子機器

携
帯
電
話
や
デ
ジ
タ
ル
カ

メ
ラ
、
ゲ
ー
ム
機
な
ど
に
は
、

た
く
さ
ん
の
貴
金
属
が
含
ま
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、﹁
都
市
鉱
山
﹂

と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を

回
収
し
て
、
再
資
源
化
す
る
た

め
に
、
﹁
小
型
家
電
リ
サ
イ
ク

ル
法
﹂
が
今
年
４
月
に
施
行
さ

れ
た
。

回
収
は
、
自
治
体
が
主
体
的

に
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、

町
の
取
り
組
み
は
。

ま
だ
認
定
業
者
の
選
定
が
で

き
て
い
な
い
。

回
収
方
法
や
町
民
へ
の
周
知

に
つ
い
て
、
効
率
的
な
や
り
方

を
検
討
し
て
行
く
。

﹁
杉
の
子
基
金
﹂

が
設
置
さ
れ
１
年
が

経
つ
が
、
活
用
さ
れ

て
い
な
い
。

設
置
の
主
旨
に
そ

う
た
め
に
も
、
活
用

さ
れ
な
け
れ
ば
意
味

が
な
い
が
、
条
件
の

見
直
し
は
。

活
用
し
や
す
く
す
る
た
め
、

法
人
登
録
の
条
件
な
ど
を
見
直

し
た
い
。

勝
浦
に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
は
、
環
境
美
化
に
始

ま
り
、
今
や
町
づ
く
り
か
ら
地

域
の
活
性
化
へ
と
全
町
民
が
参

加
す
る
﹁
全
国
に
誇
れ
る
﹂
活

動
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
歴

史
と
認
識
は
。

町
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
、

昭
和
37
年
に
県
か
ら
﹁
衛
生
モ

デ
ル
地
区
﹂
に
指
定
さ
れ
た
と

き
、
美
し
い
町
づ
く
り
と
し
て

﹁
全
町
一
斉
清
掃
﹂
を
町
民
に

呼
び
か
け
た
の
が
始
ま
り
で
、

50
年
の
歴
史
が
あ
る
。

そ
の
後
、
婦
人
会
を
中
心
に

取
り
組
ん
だ
﹁
花
い
っ
ぱ
い
運

動
﹂
も
全
町
に
広
が
り
、
そ
の

実
積
が
認
め
ら
れ
平
成
２
年
に

﹁
総
理
大
臣
表
彰
﹂
な
ど
を
受
け
、

平
成
５
年
に
開
催
さ
れ
た
﹁
48

国
体
﹂
に
お
い
て
は
、
コ
ス
モ

ス
や
サ
ル
ビ
ア
な
ど
で
町
全
体

を
飾
り
、
選
手
団
を
迎
え
た
。

町
全
体
に
活
動
が
広
が
っ

た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
に
も
、

若
い
会
員
が
少
な
い
な
ど
様
々

な
課
題
も
抱
え
て
い
る
が
、
行

政
と
し
て
ど
う
関
わ
っ
て
行
く

の
か
。

行
政
と
し
て
で
き
る
限
り
の

支
援
を
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
育
て
て
行
き
た
い
。

問

問

問

問答

中
田
町
長

答

小
林
副
町
長

答

北
島
教
育
長

暑い中でも花づくり（星谷）

答

中
田
町
長

「杉の子基金」の活用を

効
率
的
な
方
法
を
検
討
し
て
行
く
︵
副
町
長
︶

﹁
小
型
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
﹂
へ
の
取
り
組
み
は

全国に誇れる

町のボランティアの歴史は

一斉清掃は50年の歴史（教育長）

国 清 一 治 議 員

公

一
議

員

﹁
都
市
鉱
山
﹂
を
活
か
せ

7 議会だより かつうら



負
け
る
な
猛
暑
に
！

連
日
の
猛
暑
で
体
調
を
崩
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
か
。

ま
だ
ま
だ
暑
い
日
が
続
く
よ
う
で
す

の
で
、
日
ご
ろ
か
ら
十
分
な
水
分
と
ミ

ネ
ラ
ル
を
摂
取
し
、
適
切
に
冷
房
を
使

用
し
て
熱
中
症
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

６
月
定
例
議
会
も
終
わ
り
、
一
息
つ

く
間
も
な
く
、
１
年
間
走
り
続
け
る
マ

ラ
ソ
ン
議
会
と
し
て
、
﹁
若
あ
ゆ
会
議
﹂

を
開
き
ま
し
た
。
　

ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
手
探
り
で

す
が
、
議
会
審
議
の
活
性
化
や
町
の
発

展
の
た
め
議
員
力
を
強
化
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
９
月
の
﹁
コ
ス
モ
ス
議

会
﹂
は
３
日
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
ど
う

ぞ
気
軽
に
傍
聴
に
お
こ
し
く
だ
さ
い
。

涼
し
い
秋
の
訪
れ
を
期
待
し
、
旬
の

食
材
で
疲
労
回
復
を
図
り
ま
し
ょ
う
。

︵
友
子
︶

目的

編
集
後
記

全国に発信!!

遍路道ボランティアサークルの活動
　お接待の心を次世代に伝えて

行くために、８年前から仲間と

清掃活動を始めた。きっかけは、

お遍路さんに「自然豊かであるが、

歩きにくく不便だ」と言われた

ことや、迷うお遍路さんがいるため、草刈り

や看板設置などを行っている。

　昨年、環境省より表彰状を頂いたが、おご

ることなく活動を続け、

お遍路さんが安心安全

で通過できることを

願っている。

リーダー

  野 崎 泰 宏 さん

メンバー紹介（順不同）

石 田 満 夫 さん　　樋 本 勝 信 さん

白 草 元 市 さん　　小 林 保 典 さん

時 本 靖 枝 さん　　仲 田 豊 光 さん

吉 本 富 子 さん　　谷 端 元 次 さん

樋 本 一 市 さん

安全対策としてガードパイプを設置

踊るちょぞっ娘

8議会だより かつうら




